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■新年度を迎えるにあたって        

校長   真 玉 保 浩 
 

 平成２８年度の入学式を去る４月８日に行い、普通科１４２名、理数科３１名、計１７３名

の１年生を迎えました。在校生、教職員一同で暖かく迎えるとともに、ご来賓のご臨席を賜り、

新入生の門出を祝ったところです。本年度の全校生徒数はちょうど５００名、４月に異動して

きた校長、教頭をはじめ新任者を加えると、教育職員・事務職員・警備員などの教職員数は６

０名になります。本年度も生徒と教職員が一丸となって、あらゆる活動に取り組んでいきまし

ょう。 

 入学式では、本校の教育目標「知性に富み、心身ともに健やかで、自らの力で未来を切り拓

く生徒を育てること」の実現をめざして、益田高校の一員であることの誇りと自信を持って一

日一日を大切に生活してほしいということを伝えました。そして具体的に心に留めてほしいこ

とを３つ話しました。 

１点目は人と人との関係の中で自分を深く理解したり、自分自身を向上させたりするために

「できるだけ多くの人にふれあって、友達になろう」ということ、２点目には自分で考え、自

分で自分を律して規律ある生活を送る「自立した人」になるために「自主的で規律ある生活を

してほしい」ことです。今年度も益田高校の生徒と教職員との合い言葉を「自立への道程」と

しました。３点目は「物事を深く考え、何事にも真剣に努力してほしい」ということです。変

化の激しい社会の中で充実した人生を送るた

めには「物事の本質を見る力」「様々な問題に

出会ったときに、それを解決しようと努力する

力」が必要で、それらの力を身につけるために

は、日々の教科学習とスーパーサイエンスハイ

スクール事業（以下「ＳＳＨ」）による学習な

どに積極的に取り組んでいくことが重要にな

ります。ＳＳＨによる学習では、探究的な学習

として、社会や地域で起こっていることや課題、

科学の最先端で取り組まれていることなどを

いわみの 

（益高だより） 



知り教養を身につけるとともに、疑問や興味関心のあることについて、高校生の視点で深く掘

り下げていく活動に取り組んでいきます。また、部活動、生徒会活動や学校行事に積極的に参

加してくれることも願っています。クラスやチームのメンバーと力を合わせて責任を果たすこ

とで、集団の秩序や和を大切にしながら共に生きる姿勢を身につけていきます。 

さて、４月の中旬から体育系の部活動では中国大会予選等が、５月下旬からは県高校総体（前

期 5/27～29、後期 6/2～4）が行われます。文化系の部活動についても全国大会をめざしての大

会やコンクール、Masstiva（6/11 文化系活動総合公演 グラントワ）と３年生にとっては活

動の仕上げとなる時期がやってきます。「一時に一事」、目の前にある今やるべきことに集中し、

やるときにはやる益高生の粘り強いパフォーマンスを多くの人に見ていただきましょう。目標

に向かって打ち込めることと支えてくれる人への感謝の気持ちを力に変えて、周りの人に感動

を与えてくれることを期待しています。 

保護者の皆様には生徒の活動を見ていただき、声援を送っていただけると幸いです。また、

５月のＰＴＡ総会（5/14(土)）は、本校の教育方針などをお伝えする数少ない機会ですので、是

非お出かけください。「皆様の近くにある、開かれた学校づくり」に努力して参りますのでよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

長岡 正和教頭先生 
母校である益田高校での勤務

は２回目になります。２年前まで

６年間務めた時とは立場は変わ

りましたが、生徒諸君が勉学に部

活動に充実した学校生活を過ご

し、それぞれの夢が実現できるよ

うに精一杯支援していきま

す！！ 共に頑張りましょ

う！！ 

 

石飛 文太先生（国語） 
 今年度、益田高校に赴任してきました。西部での勤務は初めてになります。２年１組の担任・

国語を担当します。その他、様々なところで関わりを持ちたいと思っています。目標に向かっ

て精一杯努力していきましょう。よろしくお願いします。 

新任者より 



田村 黎衣先生（地歴・公民） 
以前は生徒として過ごしたこの学び舎に今回は教員として戻ってくることができ、非常に嬉

しく思っています。あの頃と同じように、私もひたむきな生徒たちとともに真摯な姿勢で学ん

でいきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

福本 亨充先生（地歴・公民） 
久しぶりにこの七尾町付近を歩いてみましたが、益高の背後にある七尾山の雄大さとその歴

史に思いを馳せました。この益田の地に戻り、そして母校である益田高校で働くことができて

とてもうれしいです。これからよろしくお願いします。 

 

佐藤 洋平先生（数学） 
松江市立女子高校より赴任して参りました、数学の佐藤洋平です。出身は兵庫県の山の中で

す。授業などでは、変な関西弁になるかも知れませんが、大目に見てやって下さい。益田高校

では、出会う生徒の皆さんが、素晴らしい挨拶をしてくれて、とても嬉しく思っています。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

中村 智子先生（理科） 
 15 年ぶりに益田高校へ赴任しました。最初の印象は、生徒さん達の大きな、そして礼儀正し

い挨拶でした。「歌の聖と畫の聖・・・」この素敵な校歌の元、勉学だけでなく心身ともに大き

く成長している皆さんと一緒に勉強できることを、とても嬉しく思います。 

 

林 信悟先生（保健体育） 
魅力あふれる益田の地、そして益田高校で仕事ができることを光栄に思います。いま私にで

きること、求められていることに真摯に取り組み、そして野心を胸に精一杯頑張ります。どう

ぞ、よろしくお願いいたします。 

 

佐藤 哲也先生（保健体育） 
 今年度益田高校に赴任して来ました。益田高校の生徒の皆さんと一緒にいろいろな活動をし

て、共に成長していけるように頑張りたいと思います。また、専門種目であるバレーボールを

益田地区でさらに広めることができるように頑張りたいと思います。よろしくお願いします。 

 

橘 奈穂美先生（芸術） 
身なりを整え、きちんと挨拶のできる益高生のみなさんに出会い、いっぺんに益田高校が好

きになりました。今、みなさんと学び合えることをとても楽しみにしています。大阪での暮ら

しが長く、方言とノリは関西圏ですが、生粋のしまねっこです。どうぞよろしくお願いします。 



 

金田 美保子先生（英語） 
生徒として学んだ益田高校に２０年ぶりに戻ってまいりました。引越しを手伝ってくれた業

者さんの石見弁飛び交う会話を聞いて「帰ってきたんだ！」と実感しています。あの頃と変わ

らないものもあれば、変わったものもあります。次は「変わっていくもの」に関わっていける

のを楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

● ＰＴＡ総会が下記の日程であります。 

５月１４日（土）１３：００～１４：３０ 

           場  所：体育館 

            総会協議題  

             ①平成２７年度事業報告 

      ②平成２７年度ＰＴＡ会計決算 

      ③平成２８年度ＰＴＡ新役員の承認   [旧・新役員あいさつ] 

      ④平成２８年度事業計画 

      ⑤平成２８年度ＰＴＡ会計予算 

           情報モラル講演会  １４：４５～１５：５０（体育館） 

           学級懇談会     １６：００～１６：５０（各教室） 

 

● 益高メール配信システムに登録をお願いします。 

４月１１日付の文書で案内をしました。 

 

● 益田高校ホームページ 

下記のアドレスから閲覧できます。新しい情報をどんどんアップしますのでぜひご覧ください。 

 

益田高校ホームページ  http://www.masuda.ed.jp/     

 

http://www.masuda.ed.jp/

